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京浜河川事務所長

　　　元永　秀

新年明けましておめでとうございます。

ＲＣＭの皆様今年もどうぞよろしくお願いします。

　昨年は、猛暑が続きとても暑い夏でした。９月８日台風９号による豪雨のため、酒匂

川で洪水による甚大な災害が起こりました。この災害により川崎・横浜市民への水供給

の水源となっている酒匂川からの取水ができなくなり、相模川の水を融通する事態も起

こりました。また、１２月３日に発生した集中豪雨では、鶴見川の多目的遊水地（完成

から８年）で、冬期では初めて洪水の流入が起こりました。　　

　国土交通省が担っている社会資本整備の目的や役割は変わっていませんので、私達の

役割である安全で安心な国土を整備していくという原点に戻り、職員一人ひとりが消費

者・ユーザー目線に立って、多様な業務や課題に引続き意欲的に取り組み、一丸となっ

て解決に向かっていくことが大切であると考えています。ＲＣＭの方からのご提案で「ゴ

ミの持ち帰りポスター」の下端に協力団体の名称を入れることができる形になり、現在

も活用して頂いています。ゴミの不法投棄やホームレスに関する重要な情報を頂いた際

は、その貴重な情報に基づいて対応を行うなどしており迅速な解決につながっています。

清掃活動への参加報告には、感謝しています。水辺の楽校や地域の行事報告には、川が

お役に立っていることを自信に思っています。

　今後とも、ＲＣＭの皆様のお力をお借りして、きめ細かく川の状況などをモニターし

て、双方向のコミュニケーションを取りながら、より良い川づくりに努めてまいりたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。



 

ＲＣＭ　岡田昌子さんからの報告　 

　明けましておめでとうございます。 委嘱式から半年が経ちました。 洪水により警戒体制にはいることはありましたが、 多

摩川 ・鶴見川 ・相模川では大きな災害はありませんでした。 川の表情も穏やかなことの方が多かったようです。今

年一年も穏やかであって欲しいものです。皆様からのご報告を首を長～～くしてお待ちしています。今年もよろ

しくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RCM 担当 塙

ＲＣＭ 事務局より 

管轄区間 登録人数 報告人数 報告件数
鶴見川下流 10人 0人 0件 
鶴見川上流 7人 0人 0件 
多摩川下流 10人 1人 1件 
多摩川中流 12人 2人 2件 
多摩川上流 7人 3人 3件 
相 模 川 5人 0人 0件 
浅 川 11人 1人 1件 
合 計 62人 7人 7件

連絡内容

0 1 2 3 4 5 6

その他

質問・意見・要望
問題解決の提案

住民要望の聞き取り

利用者への啓発
モニタリング

対象分野

0 1 2 3 4 5

その他
構造物の維持

事故・事件
占用

ホームレス
河川利用

不法投棄・ゴミ
自然環境

晴天で気温も暖かい日、平日のためか三歩、サイクリング等の利用者数も少ない。流れも穏やかで、

枯れ枝に鳥の休む姿も見られ平和な時間を感じられた。

　不法投棄ゴミは古いテレビが１台見受けられた他にはペットボトルが若干ある程度で気になら

ないくらいでした。

昭和用水堰下流にブルーシートハウスと見られる物件、JR 五日市線多摩川橋梁付近にも一棟、も

しかしたらと思われる物件があったが、近寄らなかったのではっきり分かりませんでした。

ＲＣＭ　多摩川上流からの報告　 

　平成２２年１２月２３日、多摩川の羽村付近をパトロールしました。このところ１２月下旬とは

思えないほどの暖かい日が続いています。そのためか、犬の散歩、サイクリング、バーベキュー、

釣り人等々が楽しんでいました。

　また、堰の下流の中州には、来年１月１０日に行われる「どんど焼き」の準備がしてありました。

大きな円錐の櫓に竹や杉の枝などを積み上げ、縄で巻き上げた「こや」が４つそびえ立っていました。

多摩川の清流と堰で「どんど焼き」の「こや」が一段と輝いて見えました。

　堰廻りは比較的汚れもなかったので帰宅しようと思っていた矢先、パトカー１台と消防車１台が

駆けつけました。どうしたのかな？と思っていたら警察官３人と消防士３人が堰の下流の河原でモ

クモクと煙を上げてバーベキューをしていた２人の所へ降りていきました。焚き火を消すように注

意され、水をくんできて消していました。周りには葦などの枯れ草があり危険な状態でありました。

近所の人が危険を察知して通報してくださったことでしょう。大事にならず安心しました。

　この１年、多摩川は天災もなく美しい景観と清流が訪れる人々の心を和ませてくれました。自然

ＲＣＭ　桐井幸雄さんからの報告　 

 

平成 22年　12月は、　7件の報告をいただきました。ありがとうございました。

　夏の猛暑とスズメバチの活動期を避け、そして台風や秋の長雨による増水の心配が無くなるの

を待って、半年ぶりに多摩川を見に行きました。

　１２月でもまだセイタカアワダチソウが残っていたり、ブヨと思われる虫が非常に多く、今ま

での季節の移り変わりにずれがあるようです。

　拝島橋下流の中州の最も下流側の浅瀬にオオフサモと思われる水草がびっしり生えていました。

また、あちらこちらにある柳（コゴメヤナギか）に新芽がでているようです
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